
■国家プロジェクトで進めるＳＩＰの概要

■研究課題のミッション

本課題では、わが国の膨大なインフラ構造物・建築物の老
朽化が進む中で、デジタル技術により、設計から施工、点検、
補修まで一体的な管理を行い、持続可能で魅力的・強靭な国
土・都市・地域づくりを推進するシステムを構築し、効率的
なインフラマネジメントを実現するための技術開発・研究開
発に取り組みます。特にSociety5.0の中核となる"デジタル
ツインの構築"を開発のコアとして考え、技術開発にあたっ
ては「未来の建設技術」、「未来のインフラ」、「未来のま
ち」をアウトプットとして常にイメージします。

科学技術イノベーション実現のために創設した国家プロジェクトとして、内閣府総合科学技術・イノベーション会議
が司令塔機能を発揮して、府省の枠や旧来の分野を超えたマネジメントにより、「戦略的イノベーション創造プログラ
ム（SIP）」を実施します。国民にとって真に必要な社会的課題や、日本経済再生に寄与できるような世界を先導する
課題に取り組むものです。令和5年度からは第3期として、14課題に取り組み、各課題を強力にリードするプログラム
ディレクター（PD）を中心に産学官連携を図り、基礎研究から実用化・事業化、すなわち出口までを見据えて一気通貫
で研究開発を推進します。

国立研究開発法人土木研究所は、SIP第3期（2023～2027年度）の「スマートインフラマネジメントシステムの
構築」の研究推進法人を担当します。
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～効率的なインフラマネジメントが進んだ
持続可能で魅力ある社会の実現を目指して～

■研究開発責任者

「スマートインフラマネジメントシステムの構築」では、イノベーションを起こし、目指す姿の実現に向けて、下図に
示す５つのサブ課題の研究開発について、10名の研究開発責任者のもと、13７の共同研究機関※1、８７７名の研究開発
実施者※2（202４年４月時点）により取り組み、社会実装を目指します。

※1 責任者機関含む。 ※2 研究開発実施者数は、研究開発実施計画書（別紙）様式A‐1より集約。ただし、複数のサブ課題や研究題目に登録している研究者がいる場合は、延べ人数として計上。


